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	この遺伝子は、低密度リポタンパク質受容体（LDLR）ファミリーのメンバーをコードしています。低密度リポタンパク質受容体は、シグナル伝達と、リソソーム分解のための特定のリガンドの受容体を介したエンドサイトーシスの両方に関与する細胞表面タンパク質です。コードされているタンパク質は、リーリンシグナル伝達を媒介することで、発達期のニューロンの移動に重要な役割を果たし、またコレステロール輸送タンパク質であるアポリポタンパク質Eの受容体としても機能します。この遺伝子の発現は、大うつ病性障害のマーカーとなる可能性があります。この遺伝子には、複数のアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが観察されています。[RefSeq提供、2011年6月],代替製品：追加のアイソフォームが存在するようです。対照群とアルツハイマー病患者の脳のパターンスプライシングに差異は認められませんでした。疾患：LRP8の遺伝的変異は、1型心筋梗塞の感受性と関連しています[MIM:608446]。アテローム性冠動脈疾患 (CAD) と心筋梗塞 (MI) は、西洋世界の心臓病における主な死亡原因を占める複雑な特徴です。,ドメイン:細胞質ドメインは、DAB1 の結合と JNK 相互作用タンパク質のリクルートに関与しています。細胞質ドメインの一部を欠くアイソフォームは、JNK 相互作用タンパク質ファミリー (JIP) のメンバーを細胞質尾部にリクルートすることができません。,機能:リーリン (RELN) およびアポリポタンパク質 E (apoE) 含有リガンドの細胞表面受容体です。LRP8 は、細胞質尾部にある DAB1 に結合して、細胞外リーリンシグナルを細胞内シグナル伝達プロセスに伝達する役割を担っています。リーリンは、VLDL 受容体 (VLDLR) と LRP8 の両方を介して作用し、ニューロンにおける DAB1 チロシンリン酸化と微小管機能を制御します。LRP8 は、VLDLR よりもリーリンに対する親和性が高くなっています。 LRP8は、胎児の脳発達において前脳の神経層形成を制御するリーリン経路の重要な構成要素です。小胞体常在受容体関連タンパク質（RAP）に結合します。β2-糖タンパク質Iの二量体に結合し、血管系における血小板凝集の抑制に関与している可能性があります。精巣上体起始部で高発現し、精子成熟に必要な2つのタンパク質、クラステリンとリン脂質ヒドロペルオキシドグルタチオンペルオキシダーゼ（PHGPx）の機能発現に影響を与えます。エンドサイトーシス受容体としても機能する可能性があります。,その他：アポEの天然アイソフォーム（E2、E3、E4）はLRP8に対して同様の親和性を示します。,PTM：O-グリコシル化されています。選択的スプライシングを受けたアイソフォームの中には、O結合型糖ドメインを欠くものがあります。,PTM：アポE結合時にリン酸化されるチロシン。,PTM：フーリンおよびガンマセクレターゼ依存性のタンパク質分解プロセシングを順次受け、リガンド結合ドメイン全体が可溶性ポリペプチドとして細胞外に放出され、細胞内ドメイン（ICD）は細胞質に放出されます。フーリン切断部位を有する選択的スプライシングを受けたアイソフォームでは、ガンマセクレターゼ依存性のタンパク質分解プロセシングは、フーリン依存的に細胞外ドメインの大部分が切断された後に起こります。低グリコシル化（主に低Oグリコシル化）は細胞外切断の増加につながり、その結果、ガンマセクレターゼによる細胞内ドメイン（ICD）の放出が加速されます。得られた受容体フラグメントは、リーリンシグナル伝達、特にリーリン誘導性DAB1リン酸化を阻害することができる。,類似性：LDLRファミリーに属する。,類似性：2つのEGF様ドメインを含む。,類似性：5つのLDL受容体クラスBリピートを含む。,類似性：7つのLDL受容体クラスAドメインを含む。,細胞内局在：フューリン型切断部位をコードするエクソンを含むアイソフォームは、タンパク質分解によって処理され、分泌型受容体フラグメントとなる。,サブユニット：リーリンは2つ以上の受容体分子と会合する。DAB1およびJNK相互作用タンパク質と相互作用する。SNX17と相互作用する。,組織特異性：主に脳と胎盤で発現する。血小板と巨核球細胞にも発現する。肝臓では発現しない。,
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	LRP8 抗体を使用した HeLa 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。

